
転
向
者
・
小
川
未
明
(
上
)

|
|
階
級
闘
争
か
ら
八
紘
一
宇
へ

l
l

は
じ
め
に

こ
れ
か
ら
私
が
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
小
川
未
明
の
「
転

向
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
未
明
は
大
正
期
、
社
会
運
動
が
盛
ん
な
時
期

は
社
会
主
義
を
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戟
争
中
、
軍
部
の
力
が
強
ま
っ
た
時

は
国
家
主
義
を
、
戦
後
、
日
本
国
憲
法
下
の
新
体
制
が
確
立
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
反
職
と
民
主
主
義
を
そ
れ
ぞ
れ
表
立
っ
て
支
持
し
て
お

り
、
そ
の
時
今
の
時
局
に
合
わ
せ
、
変
節
を
繰
り
返
し
た
作
家
だ
。
例

え
ば
、
職
中
・
戦
後
の
次
の
よ
う
な
文
章
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の

一
端
は
よ
く
わ
か
る
。

い
ま
、
日
本
が
先
頭
に
立
っ
て
、
暴
慢
な
英
米
と
戦
ひ
、
世
界
秩

序
の
建
直
し
に
遇
進
し
て
ゐ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
せ
う
。
も
し
、

さ
う
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
私
遣
の
ア
ジ
ア
民
族
は
、
彼
等
の
た

め
に
苦
し
め
ら
れ
て
、
終
ひ
に
は
身
動
支
予
ら
出
来
な
く
な
る
週

命
に
あ
っ
た
の
で
す
。
さ
う
聞
く
な
ら
ば
皆
さ
ん
は
、
噴
き
し
り

増

袈
7 

井

真

を
し
て
、
早
く
大
き
く
な
っ
て
、
お
国
の
た
め
に
つ
く
し
た
い
と

は
考
へ
ま
せ
ん
か
。

「
子
供
述
に
」

(
『
僕
は
こ
れ
か
ら
だ
』
フ
タ
パ
書
院
成
光
館
、
昭
和
一
七
年
一
一
月
)
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戦
争
中
は
い
か
な
る
言
葉
を
も
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
教
え
た

か
。
指
噂
者
ら
に
は
何
の
情
熱
も
信
念
も
な
く
、
た
だ
概
念
的
に

国
家
の
た
め
に
犠
牲
に
な
れ
と
い
ひ
、
一
億
一
心
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
い
っ
て
、
形
式
的
に
朝
晩
奉
仕
的
な
仕
事
を
強
制
し

て
来
た
。
敵
は
残
忍
で
あ
り
醜
悪
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
言
葉
に

文
章
に
信
ぜ
せ
し
め
よ
う
と
し
て
来
た
。
そ
れ
が
終
職
後
の
態
度

は
ど
う
で
あ
る
か
、
今
ま
で
の
敵
を
賛
英
し
、
ま
ち
が
っ
て
ゐ
た

こ
と
を
正
し
い
と
い
ひ
、
ま
っ
た
く
反
対
の
こ
と
を
平
然
と
し
て

踊
っ
て
ゐ
る
。
(
中
略
)
子
供
た
ち
に
か
か
る
大
人
の
態
度
い
ひ

か
え
れ
ば
指
導
者
の
態
度
が
ど
う
映
る
か
。
必
ず
や
暖
つ
き
で
あ
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宮ぞ
仏、

とワ
つ

旦色
合ち
器が
坐ひ
金な
さ b;
日目
相

究
月

時
宜
に
応
じ
て
「
ま
っ
た
く
反
対
の
こ
と
を
平
然
と
し
て
語
っ
て
ゐ

る
」
の
は
当
の
未
明
に
他
な
ら
な
い
。
未
明
に
は
、
同
時
代
に
政
治
的

影
響
力
を
誇
っ
た
勢
力
と
添
い
寝
す
る
使
来
犯
的
傾
向
が
あ
っ
た
。

し
か
る
に
、
未
明
の
こ
の
「
転
向
者
」
と
し
て
の
側
面
は
、
従
来
必

ず
し
も
注
目
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。
鳥
越
侶
は
こ
の
点
に
つ
い

て
、
「
と
も
か
く
こ
ん
な
に
は
げ
し
く
ゆ
れ
動
い
た
作
家
は
珍
し
い
と

思
う
が
、
も
っ
と
ふ
し
ぎ
な
の
は
、
そ
う
し
た
未
明
へ
の
否
定
的
・
批

判
的
な
評
価
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
常
に
未
明
は
そ
の
時
々
の
日
本
児
童

文
学
の
頂
点
に
立
つ
作
家
と
し
て
、
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
き
た
点

で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
未
明
は
、
昭
和
三
六
年
に
逝
去

す
る
ま
で
、
日
本
児
童
文
学
者
協
会
初
代
会
長
や
文
化
功
労
者
、
芸
術

院
会
員
へ
推
挙
さ
れ
る
な
ど
、
長
ら
く
「
日
本
児
童
文
学
の
父
」
と
し

て
君
臨
し
て
き
た
。
山
中
恒
は
「
日
本
児
童
文
学
最
高
の
作
家
と
さ
れ

て
き
た
未
明
の
職
時
下
の
言
動
は
「
見
で
は
な
ら
な
い
も
の
」
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
「
文
常
者
の
職
争
責
任
」
は
職
後
喧
し
く
掛
歯
さ
れ
た

論
姐
で
あ
り
、
戦
時
中
の
国
策
協
力
に
閲
し
て
、
未
明
も
後
進
か
ら
批

判
を
受
け
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
、
断
片
的
な
分
析

な
い
し
感
情
的
な
指
弾
に
留
ま
る
も
の
で
、
中
長
期
的
な
思
想
遍
歴
を

追
う
と
い
う
意
味
で
の
「
転
向
」
と
い
う
視
座
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

私
の
問
姐
意
臓
は
、
こ
れ
ま
で
未
明
神
話
の
陰
に
隠
れ
、
断
片
的
に

し
か
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
未
明
の
「
転
向
者
」
と
し
て
の
側
面

を
、
通
史
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
大
正
・
戦
中
・
職
後
を

通
し
て
、
未
明
は
如
何
に
自
己
の
言
説
の
装
い
を
変
え
て
行
っ
た
の

か
、
ま
た
上
記
の
よ
う
な
変
遣
を
経
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
未
明
と
い

う
人
聞
の
思
想
の
核
は
何
か
、
考
え
た
い
。

本
稿
で
は
、
大
正
か
ら
戦
中
に
時
期
を
絞
っ
て
誼
じ
る
。

社
会
主
義
の
影
響

-34-

明
治
期
、
新
浪
漫
主
義
の
旗
手
と
し
て
文
塩
に
登
場
し
た
小
川
未
明

は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
社
会
主
義
思
想
の
影
智
を
受
け

る
よ
う
に
な
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
時
期
の
未
明
の
足
跡
を
追
い
た

iv 未
明
が
社
会
主
義
思
想
の
影
響
を
こ
う
む
る
前
史
と
し
て
、
ま
ず
早

稲
田
大
学
時
代
の
ロ
シ
ア
文
学
の
洗
礼
が
挙
げ
ら
れ
る
。
改
造
社
版

『
現
代
日
本
文
掌
全
集
第
二
十
三
筋
』
(
昭
和
五
年
四
月
)
の
白
鍛
年

捕
に
は
、
明
治
三
四
年
の
項
目
と
し
て
、
「
・
』
の
頃
よ
り
、
ロ
シ
ア
文

学
を
愛
説
し
、
ま
た
、
ナ
ロ
l
ド
ニ
キ
の
思
想
を
好
め
り
」
と
い
う
記

述
が
あ
る
。
若
き
未
明
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
や
ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
を
耽
脱

し
、
ロ
シ
ア
の
良
民
運
動
へ
共
感
を
深
め
て
い
た
。
ま
た
早
大
京
表
後



の
明
治
三
九
年
に
は
、
戸
張
狐
雁
の
紹
介
で
、
東
洋
経
済
新
銀
社
に
片

山
潜
を
跡
ね
て
い
る
。
片
山
は
イ
エ

I
ル
大
学
を
京
素
後
、
幸
徳
秋
水

ら
と
と
も
に
日
本
初
の
社
会
主
義
政
党
で
あ
る
社
会
民
主
党
を
結
成
し

た
、
日
本
の
社
会
主
義
運
動
の
先
駆
者
と
雷
え
る
存
在
だ
。

大
正
期
に
入
る
と
、
未
明
と
社
会
主
義
の
接
触
は
本
格
化
す
る
。
そ

の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
大
杉
栄
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
大
正
二
年
、
大

杉
が
「
近
代
思
想
」
の
「
小
説
三
絹
」
(
大
正
二
年
六
月
)
で
、
未
明

の
「
嘘
」
を
論
僻
し
た
の
を
慨
に
、
二
人
の
交
友
は
生
ま
れ
た
。
大
杉

は
初
対
面
の
未
明
を
見
て
、
荒
畑
終
‘
村
を
想
起
し
た
と
い
う
。
一
方
未

明
は
、
大
杉
の
感
化
で
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
を
愛
読
す
る
よ
う
に
な
る
。
更

に
同
年
、
未
明
の
短
語
集
『
廃
櫨
』
(
新
潮
社
、
大
正
二
年
一

O
月
)

が
刊
行
さ
れ
る
と
、
同
郷
の
相
馬
御
風
が
「
読
売
新
聞
」
紙
上
で
こ
れ

を
書
評
(
「
人
間
性
の
各
の
戟
ひ
」
大
正
二
年
一

O
月
て
翌
芋
穴
杉
が

「
近
代
思
想
」
で
反
論
し
た
(
「
時
が
来
た
の
だ
」
大
正
三
年
一
月
)
。

こ
れ
は
未
明
作
品
に
「
物
質
生
活
の
圧
迫
の
為
め
に
虐
げ
ら
れ
て
行
く

現
代
人
の
運
命
」
を
見
、
「
社
会
組
織
の
革
新
」
を
う
な
が
す
御
風
と
、

そ
れ
に
一
定
同
意
し
つ
つ
、
暖
味
な
革
新
論
で
は
な
く
、
「
社
会
科
学

的
知
融
」
に
基
づ
い
て
、
よ
り
精
績
に
〈
敵
〉
(
資
本
家
、
国
家
)
を

見
定
め
る
べ
き
と
主
張
す
る
大
杉
の
対
立
だ
っ
た
。
論
争
そ
の
も
の
は

未
明
か
ら
離
れ
た
が
、
こ
の
論
争
で
示
さ
れ
た
大
杉
の
階
級
対
立
の
歴

史
観
と
知
蹴
階
級
批
判
の
思
考
は
、
以
後
の
未
明
に
流
入
し
て
い
る
。

加
え
て
、
自
身
が
直
面
し
た
生
活
苦
と
愛
児
の
死
も
社
会
主
義
へ
向
か

う
下
地
と
な
っ
た
。
既
に
明
治
末
の
自
民
主
義
全
盛
期
か
ら
貧
乏
に
苦

し
み
、
大
切
に
し
て
い
た
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

l
ン
や
メ
l
テ
ル
リ
ン

ク
の
蔵
一
世
を
売
り
払
っ
て
い
た
未
明
だ
が
、
大
正
期
に
お
い
て
も
「
売

る
に
着
物
も
な
く
、
書
物
も
な
く
、
妥
が
指
に
は
め
て
い
た
指
輪
を
依

き
取
ら
せ
て
」
生
活
費
の
足
し
に
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
困
割
下
、
大

正
三
年
に
疫
痢
で
長
男
・
哲
文
を
、
大
正
七
年
に
結
核
で
長
女
・
晴
代

を
失
っ
て
し
ま
う
。
夫
折
し
た
我
が
子
の
死
に
、
未
明
は
激
し
く
消
沈

し
、
数
ヶ
月
の
琵
欝
病
に
か
か
る
。
彼
は
後
に
、
次
の
よ
う
な
自
貨
の

言
葉
を
書
き
記
し
て
い
る
。

私
は
、
最
も
逆
境
時
代
に
生
れ
た
、
二
人
の
子
供
を
亡
く
し
ま
し

た
。
若
し
、
健
康
で
い
た
な
ら
ば
二
人
は
、
い
か
に
こ
の
世
の
中

が
苦
し
い
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
と
も
、
ま
た
幾
多
生
を
享
楽
す
べ
き

こ
と
も
あ
っ
た
の
に
と
考
へ
る
と
、
貌
と
し
て
、
悔
恨
の
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

「
貧
乏
線
に
終
始
し
て
」
(
「
鋤
人
之
友
」
大
正
一
五
年
一
二
月
)
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だ
が
逆
に
、
こ
う
い
っ
た
不
幸
の
実
体
験
は
、
未
明
の
社
会
的
弱
者
へ

の
想
像
力
を
豊
か
に
し
た
。
片
山
社
秀
は
、
大
正
七
年
の
小
説
「
職

争
」
に
お
け
る
未
明
の
第
一
次
世
界
大
戦
|
l近
代
史
上
初
の
世
界
職

争
で
大
量
の
職
死
者
が
出
た
ー
ー
へ
の
想
像
力
は
「
ひ
と
え
に
長
男
の

死
の
み
を
懸
け
揖
に
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
指
摘



し
て
い
る
。

折
か
ら
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
高
揖
と
呼
応
し
、
左
派
系
の
文

化
・
政
治
団
体
、
労
働
組
合
で
の
活
動
も
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
大
正

五
年
に
は
、
崎
中
雄
三
の
組
織
し
た
文
化
学
会
の
会
員
と
な
っ
た
。
大

正
八
年
に
は
、
大
庭
何
公
ら
が
知
識
人
組
織
と
し
て
立
ち
上
げ
た
著
作

家
組
合
の
組
合
員
と
な
る
。
大
正
九
年
に
は
、
堺
利
彦
や
山
川
均
ら
と

と
も
に
日
本
社
会
主
義
同
盟
の
設
立
発
起
人
に
連
名
。
同
団
体
の
機
関

誌
「
社
会
主
義
」
の
組
集
委
員
へ
就
任
し
た
。
大
正
一

O
年
に
は
、
第

一
次
日
本
共
産
党
の
源
流
の
一
つ
と
な
っ
た
暁
民
会
の
講
演
会
に
出
席

し
、
エ
ロ
シ
エ
ン
コ
や
加
藤
一
夫
と
諦
摘
し
て
い
る
。
大
正
一
一
年
に

は
出
版
従
業
組
合
員
と
し
て
日
本
初
の
メ
ー
デ
ー
に
参
加
。
普
官
の
暴

力
に
対
し
、
靴
で
蹴
り
返
し
た
と
、
後
に
関
英
雄
へ
述
懐
し
た
と
い

、っ。
文
壇
に
お
い
て
は
、
大
正
八
年
、
自
身
の
起
こ
し
た
背
烏
会
を
母
体

に
機
関
誌
「
黒
煙
」
を
創
刊
。
未
明
は
顧
問
を
務
め
る
。
新
井
紀
プ
や

内
藤
辰
雄
が
参
加
し
た
同
誌
は
、
労
働
者
文
学
の
拠
点
と
な
っ
た
。
そ

の
後
の
未
明
は
、
「
労
働
文
学
」
「
種
蒔
く
人
」
「
解
放
」
「
新
興
文
学
」

「
文
芸
職
線
」
「
社
会
主
義
研
究
」
「
虚
無
思
想
」
「
矛
盾
」
「
黒
色
戦
線
」

な
ど
、
数
多
く
の
左
派
系
文
芸
雑
誌
へ
寄
稿
し
て
い
る
。
ま
た
並
行
し

て
、
「
早
稲
田
文
学
」
「
中
央
公
歯
」
「
新
潮
」
「
太
陽
」
「
大
観
」
「
文
章

世
界
」
「
文
寧
倶
楽
部
」
「
中
央
文
学
」
「
文
芸
春
秋
」
「
改
造
」
「
婦
人

公
論
」
「
踊
人
之
友
」
と
い
っ
た
一
般
誌
で
も
旺
盛
に
執
筆
し
た
。

文
学
団
体
で
は
、
大
正
一
四
年
に
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
迎
盟
が

設
立
さ
れ
る
と
、
こ
れ
へ
会
F

加
。
た
だ
し
翌
年
に
は
ア
ナ
ボ
ル
対
立
の

一
環
と
し
て
、
早
く
も
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
。
以
降
、
未
明
は
ア
ナ
派

の
立
場
に
立
ち
、
ボ
ル
派
"
マ
ル
ク
ス
・
レ
l
ニ
ン
主
義
へ
の
不
侶
感

を
強
め
な
が
ら
、
日
本
無
産
派
文
芸
迎
盟
(
昭
和
二
年
)
、
日
本
左
翼

文
芸
家
総
迎
合
(
昭
和
三
年
)
、
新
興
童
話
作
家
連
盟
(
同
前
)
、
自
由

芸
術
家
連
盟
(
昭
和
四
年
)
と
活
動
の
場
を
移
し
て
行
く
。
な
お
、
昭

和
八
年
に
設
立
さ
れ
た
解
放
文
化
辿
盟
に
は
、
壊
滅
す
る
昭
和
一

O
年

ま
で
陰
で
資
金
提
供
を
行
っ
て
い
た
と
秋
山
市
は
証
言
し
て
い
る
。

話
は
前
後
す
る
が
、
未
明
は
大
正
一
五
年
に
「
今
後
を
童
話
作
家

に
」
(
「
東
京
日
日
新
聞
」
大
正
一
五
年
五
月
一
一
一
一
日
)
を
発
表
し
た
。

今
後
小
説
の
輩
を
断
ち
、
童
話
の
み
に
専
心
す
る
旨
を
綴
っ
た
、
い
わ

ゆ
る
〈
童
話
作
家
宣
言
〉
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
の
真
意
は
多
く
の
識
者

に
よ
っ
て
験
肘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
山
室
静
は
、
初
期
主
主
義
文

学
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
ア
ナ
派
の
米
明
が
、
ボ
ル
派
に
運
動
上
・
文
学

理
論
上
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
ら
れ
た
結
果
、
童
話
に
逃
避
し
た
の
で
は

な
い
か
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
山
室
説
は
、
現
在
ま
で
お
お
む
ね
踏
倒
製

さ
れ
て
い
る
と
宮
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
未
明
の
次
女
・
岡
上
鈴
江
に
よ
る
と
、
彼
の
自
宅
に
は

大
正
一
一
年
頃
か
ら
特
別
高
等
聾
察
の
刑
事
が
定
期
的
に
跡
聞
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
当
初
は
玄
関
前
の
「
通
り
を
へ
だ
て
た
向

い
側
の
塀
の
あ
た
り
に
背
を
も
た
せ
か
け
て
、
煙
草
を
す
っ
た
り
、
何
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気
な
く
道
い
く
人
を
な
が
め
る
様
子
を
し
な
が
ら
、
ち
ら
つ
、
ち
ら
つ

と
鋭
い
目
つ
き
で
探
る
よ
う
に
私
の
家
の
方
を
見
て
い
た
」
だ
け
だ
っ

た
の
が
、
そ
の
内
「
毎
日
同
じ
時
刻
、
玄
関
の
戸
を
あ
け
、
大
っ
ぴ
ら

に
訪
問
す
る
よ
う
に
な
」
り
、
「
今
日
は
ど
こ
へ
で
か
け
た
か
と
か
、

誰
々
が
た
ず
ね
て
き
た
か
な
ど
聞
い
て
、
い
ち
い
ち
メ
モ
を
し
て
い
っ

た
」
そ
う
だ
。
岡
上
は
刑
事
が
「
い
つ
し
か
父
の
淡
白
で
正
直
な
人
柄

に
好
感
を
い
だ
く
よ
う
に
な
り
、
特
高
線
の
刑
事
と
い
う
聡
業
を
は
な

れ
て
い
ろ
い
ろ
世
間
隔
を
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
多
分
に
身
び
い
き
で
あ
ろ
う
。
情
報
収
集
を
効
率
よ
く
進

め
る
た
め
に
相
手
と
打
ち
解
け
た
関
係
を
構
築
す
る
の
も
刑
事
の
仕
事

だ
か
ら
だ
。
む
し
ろ
、
抑
圧
の
当
事
者
と
し
て
、
当
時
の
〈
ア
カ
狩

り
〉
の
第
一
線
に
立
っ
て
い
た
特
高
警
察
と
融
和
的
な
態
度
を
取
れ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
に
、
未
明
の
社
会
主
義
者
と
し
て
の
不
徹
底
さ
が
伺
え

る
。
大
正
二
一
年
の
関
東
大
震
災
直
後
は
、
自
警
団
の
袋
来
を
恐
れ

て
、
一
家
で
数
日
問
、
坪
田
繊
二
宅
へ
避
難
し
た
。

ヲ
ル
ジ
ヨ
ア
を
骨
戚
せ
よ
!
」

1
l階
級
闘
争
の

殻
吹

こ
の
よ
う
に
、
小
川
未
明
は
大
正
期
、
社
会
主
義
と
急
速
に
接
近
し

て
い
っ
た
。
知
友
・
大
杉
栄
の
庖
殺
や
、
特
高
刑
事
の
自
宅
訪
問
な

ど
、
社
会
主
義
運
動
に
関
係
す
る
こ
と
で
伴
う
弾
圧
は
確
実
に
存
在
し

た
が
、
そ
れ
で
も
彼
は
昭
和
初
期
ま
で
、
各
種
左
派
団
体
と
の
接
点
を

失
わ
ず
に
い
る
。
本
節
で
は
こ
の
時
期
の
未
明
の
思
想
の
特
徴
を
、
作

品
に
即
し
て
分
析
し
て
み
た
い
。

第
一
の
特
融
は
、
資
本
主
義
の
否
定
で
あ
る
。

資
本
主
義
の
道
徳
は
、
無
産
者
に
、
特
続
階
級
の
犠
牲
者
た
る
こ

と
を
強
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
正
当
た
り
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
資
本
主
義
制
度
の
下
に
は
、
正
義
が
な
い
。
道
徳
が
な

い
。
宗
教
が
な
い
。
芸
術
が
な
い
。
存
在
す
る
も
の
は
、
資
本
主

義
化
さ
れ
た
る
正
義
で
あ
り
、
道
徳
で
あ
り
、
宗
教
で
あ
り
、
芸

術
で
あ
る
。
現
代
の
文
明
は
、
資
本
主
義
化
さ
れ
た
る
た
め
に
、

文
明
の
真
輔
神
を
没
却
し
去
っ
て
ゐ
る
。

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
正
義
、
芸
術
」
(
「
解
放
」
大
正
二
年
八
月
)
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併
し
私
は
敢
て
云
ふ
。
真
実
に
真
理
の
進
行
と
供
に
、
人
問
愛
を

感
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
今
日
の
社
会
に
於
て
社
会
主
義
者

た
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
。
(
自
分
さ
へ
普
け
れ
ば
い
い
)
と
云
ふ

資
本
主
義
の
精
神
と
、
(
社
会
を
普
く
す
る
こ
と
に
於
て
の
み
自

分
を
普
く
す
る
)
と
云
ふ
社
会
主
義
の
締
神
と
は
、
其
の
綴
底
か

ら
倫
理
的
に
非
常
に
相
違
が
あ
る
。
「
人
間
愛
と
芸
術
と
社
会
主
義
」

(
『
未
明
感
想
小
口
問
居
創
生
堂
、
大
正
一
五
年
四
月
)



未
明
が
資
本
主
総
を
批
判
す
る
の
は
、
そ
れ
が
「
無
産
者
に
、
特
栴
階

級
の
犠
牲
者
た
る
こ
と
を
強
め
る
」
た
め
、
す
な
わ
ち
、
持
つ
者
と
持

た
ざ
る
者
の
格
差
を
必
然
化
す
る
た
め
で
あ
る
。
資
本
主
義
は
、
平
等

と
か
け
離
れ
た
富
の
偏
在
を
も
た
ら
す
制
度
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
貧
者
に
対
す
る
「
人
間
愛
」
を
持
つ
者
は
、
彼
ら
の
救

済
を
目
指
す
「
社
会
主
義
者
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
。
朱
明
は
こ
う
考

、ぇ
'
h
v

。
未
明
の
社
会
主
義
へ
の
入
り
口
は
こ
の
よ
う
な
格
差
批
判
の
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
だ
っ
た
。
し
か
し
秋
山
消
が
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
社
会

主
義
に
は
い
っ
て
い
っ
た
人
に
は
論
理
的
な
解
剖
は
弱
い
で
す
か
ら

ね
」
と
語
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
続
橋
逮
雄
が
「
そ
の
感
想
や
小
説
に

お
い
て
、
社
会
の
査
口
理
・
矛
盾
へ
の
怒
り
は
繰
り
返
さ
れ
て
も
、
社

会
科
学
的
分
析
の
深
化
や
未
来
社
会
へ
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
明
示
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
語
る
よ
う
に
、
未
明
の
資
本
主
義
批
判
は
没

理
論
的
だ
。
資
杢
主
義
を
散
し
く
否
定
す
る
文
章
は
数
多
く
あ
る
の
だ

が
、
字
数
は
共
通
し
て
原
稿
用
紙
数
枚
程
度
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
、

マ
ル
ク
ス
経
済
学
や
史
的
唯
物
論
と
い
っ
た
科
学
的
社
会
主
義
の
素
養

は
感
じ
ら
れ
な
い
。
情
緒
と
修
辞
で
資
本
主
義
社
会
の
理
不
尽
を
感
情

的
に
訴
え
る
の
が
未
明
の
手
法
だ
。
こ
の
苛
烈
な
ア
ジ
テ
1
シ
ヨ
ン
に

説
み
手
は
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
繰
り
返
す
よ
う
に
、
理
論
は

な
bや
や
先
取
り
し
て
一
百
う
と
、
そ
の
時
々
の
流
行
思
想
を
身
に
ま
と

ぃ
、
蹄
踏
の
な
い
断
定
を
繰
り
返
す
の
が
未
明
の
思
想
的
文
章
の
特
徴

で
、
こ
の
特
徴
は
磯
時
下
の
国
家
主
義
、
敗
戦
後
の
職
後
民
主
主
義
時

代
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。

第
二
の
特
撮
は
、
階
級
闘
争
の
推
進
で
あ
る
。

こ
の
社
会
に
は
、
い
つ
の
間
に
か
、
搾
取
す
る
階
級
と
搾
取
さ
れ

る
階
級
と
が
出
来
て
し
ま
っ
た
。
私
逮
が
正
直
に
、
崎
実
に
、
勘

勉
に
働
き
、
ま
た
人
生
の
た
め
に
思
索
し
つ
つ
あ
る
聞
に
、
い
つ

の
間
に
か
、
こ
の
社
会
に
は
、
正
義
も
、
人
道
も
、
良
心
も
無
視

し
て
、
私
逮
が
正
直
な
る
が
た
め
に
、
誠
実
な
る
が
た
め
に
、
い

い
こ
と
に
し
て
顕
か
ら
押
へ
付
け
る
植
力
階
級
と
い
ふ
も
の
が
生

じ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
(
中
暗
)
労
働
祭
は
、
全
世
界
の
無
産
階

級
の
結
束
す
べ
き
日
だ
。
正
当
な
る
織
利
に
よ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア
を
脅
威
せ
よ
!

「
労
働
援
に
脇
ず
」
(
「
時
事
新
報
」
大
正
二
年
五
月
}
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「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
脅
威
せ
よ
!
」
と
は
革
命
家
の
よ
う
な
物
言
い
だ
。

こ
の
時
期
、
階
級
対
立
の
存
在
を
鮮
明
に
自
覚
し
た
未
明
は
、
そ
の
対

立
を
実
力
で
解
消
す
べ
く
、
階
級
闘
争
の
推
進
者
と
な
っ
て
行
く
。
未

明
は
一
般
に
ア
ナ
派
の
論
客
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
思
想
は
、

空
想
的
社
会
主
義
の
範
暗
に
お
け
る
も
の
と
題
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
歴
史
を
貫
く
階
級
対
立
の
存
在
は
侶
じ
て
い
た
。
こ
れ
は
同
時
代



の
大
杉
の
影
響
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
未
明
は
知
識
人
を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
階
級
支
配
を
補
完
す
る

提
灯
持
ち
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。

私
は
、
真
の
敵
が
、
常
に
対
立
し
た
、
反
主
義
者
に
あ
る
ば
か
り

と
は
考
へ
な
い
。
た
と
へ
ば
社
会
主
義
に
、
対
立
す
る
真
の
敵

は
、
も
と
よ
り
資
本
主
義
に
は
相
違
な
い
が
、
こ
れ
あ
る
が
た
め

に
、
闘
争
的
意
志
は
強
め
ら
れ
、
信
念
は
‘
益
々
浄
化
さ
れ
る
。

し
か
し
、
其
の
聞
に
介
在
す
る
灰
色
の
階
級
や
、
主
義
者
は
、
却

っ
て
相
互
の
闘
争
的
精
神
を
鈍
ら
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
真
理
に

向
つ
て
の
前
進
を
阻
止
す
る
妨
害
を
な
す
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
一
般
に
知
識
階
級
が
、
あ
る
時
期
に
際
し
て
、
憎
視

さ
れ
、
甚
だ
し
き
反
感
を
貿
ふ
の
は
、
こ
れ
が
た
め
に
他
な
ら
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

「
芸
術
は
革
命
的
精
神
に
発
酵
す
」

(
「
解
放
」
大
正
二
年
一
月
)

知
踊
階
級
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
「
闘
争
的
精
神
を
鈍
ら
せ
」
る
「
灰

色
の
階
級
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
未
明
の
見
立
て
だ
。
そ
の
上
で
彼

は
、
自
己
を
知
識
階
級
の
一
貝
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
知
酷
階
級
が

無
産
階
級
の
闘
い
へ
連
帯
し
、
共
闘
す
る
こ
と
に
階
級
闘
争
の
展
望
を

見
出
し
て
い
る
(
と
同
時
に
、
知
識
人
が
決
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
は

成
り
切
れ
な
い
点
を
自
覚
し
、
-
抹
の
孤
独
を
感
じ
て
い
る
)
。
こ
れ

は
大
杉
が
相
馬
御
風
と
の
論
争
に
お
い
て
、
御
風
ら
を
「
紳
士
閥
の
進

歩
思
想
家
」
と
規
定
し
、
芸
術
家
的
な
「
観
照
の
法
悦
」
に
留
ま
ら
な

い
、
社
会
運
動
の
実
践
を
求
め
て
い
た
論
旨
と
重
な
る
。
前
節
で
述
べ

た
通
り
、
大
杉
の
階
級
対
立
の
歴
史
観
と
知
識
階
級
批
判
の
思
想
は
、

未
明
に
流
入
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
の
特
徴
は
、
反
職
意
融
だ
。

人
を
殺
し
合
う
と
い
ふ
事
実
の
い
か
に
不
合
理
で
、
卵
悪
で
あ
る

か
を
こ
れ
に
よ
っ
て
痛
感
す
る
こ
と
が
な
い
の
か
。
現
状
に
於
て

は
、
職
争
が
仕
方
の
な
い
こ
と
と
し
て
も
、
人
生
か
ら
こ
れ
を
除

く
、
其
の
理
想
に
向
か
っ
て
尽
き
う
と
は
し
な
い
の
か
。
子
供
を

持
て
ゐ
る
す
べ
て
の
親
は
、
子
供
の
可
愛
い
こ
と
を
知
る
で
あ
ら

う
。
忽
老
っ
た
親
を
持
っ
て
ゐ
る
す
べ
て
の
子
は
、
親
の
身
の
上

に
つ
い
て
思
ふ
だ
ら
う
。
こ
の
歪
怖
の
全
く
な
い
盤
は
、
私
は
人

間
と
し
て
取
り
扱
は
な
い
。
其
導
の
子
供
が
晩
場
の
野
に
於
て
殺

さ
れ
た
時
の
親
の
心
、
親
が
敵
兵
に
庖
鵬
叙
さ
れ
た
の
を
知
る
時
の

子
供
の
心
、
自
ら
の
経
験
で
な
く
と
も
其
れ
を
察
す
る
こ
と
が
出

来
る
筈
で
あ
る
。「
職
争
に
対
す
る
感
想
」
(
「
太
陽
」
大
正
七
年
六
月
)
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職
争
、
そ
れ
は
、
決
し
て
空
想
で
な
い
。
し
か
も
、
い
ま
の
少
字

遣
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
を
空
想
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い



程
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
真
剣
に
迫
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
す
。

帝
国
主
義
の
副
産
物
と
し
て
、
職
争
を
避
け
得
ら
れ
な
い
こ
と

は
、
説
明
す
べ
く
、
あ
ま
り
に
は
っ
き
り
と
し
た
事
実
で
あ
り
ま

す
。
(
中
略
)
朝
に
、
晩
に
、
寒
い
風
に
も
当
て
な
い
や
う
に
し

て
、
背
て
て
来
た
子
供
を
機
関
銃
の
前
に
、
議
瓦
斯
の
中
に
、
晒

ら
す
こ
と
に
対
し
て
、
た
だ
こ
れ
を
不
可
抗
力
の
運
命
と
視
し
て

考
へ
ず
に
ゐ
ら
れ
ゃ
う
か
?

「
男
の
子
を
見
る
た
び
に
「
戦
争
」
に
つ
い
て
考
へ
ま
す
」

(
「
婦
人
之
友
」
昭
和
三
年
五
月
)

こ
こ
で
未
明
は
「
子
供
が
破
場
の
野
に
於
て
後
さ
れ
た
時
の
親
の
心
、

親
が
敵
兵
に
虐
殺
さ
れ
た
の
を
知
る
時
の
子
供
の
心
」
を
付
度
し
、

「
子
供
を
機
関
銃
の
前
に
、
毒
瓦
斯
の
中
に
、
晒
ら
す
」
つ
ら
さ
を
語

っ
て
い
る
。
国
家
主
義
時
代
に
入
る
と
、
未
明
は
施
政
者
の
目
線
で

「
聖
戦
」
の
意
義
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
実
際
に
職
い
の
現
場
で
流
血

し
、
命
一
を
落
と
す
人
間
へ
の
想
像
力
を
失
っ
て
い
く
が
、
こ
の
時
期
は

ま
だ
民
衆
の
目
線
か
ら
、
職
争
が
も
た
ら
す
惨
禍
を
見
つ
め
て
い
た
。

例
え
ば
、
童
話
「
強
い
大
将
の
話
」
{
「
読
売
新
聞
」
大
正
九
年
二
月

一五
1
一
八
日
)
で
は
、
大
職
に
勝
ち
凱
旋
す
る
大
将
を
欺
く
女
性
た

ち
の
虚
百
を
過
し
て
、
英
雄
の
名
替
の
喪
に
あ
ま
た
の
名
も
な
き
民
衆

の
死
と
、
遺
族
の
苦
し
み
が
あ
る
こ
と
を
捌
扶
し
て
い
る
。

ま
た
未
明
は
、
「
帝
国
主
義
の
副
産
物
と
し
て
、
戦
争
を
避
け
得
ら

れ
な
い
こ
と
は
、
説
明
す
ベ
く
、
あ
ま
り
に
は
っ
き
り
と
し
た
事
実
」

と
述
べ
、
機
各
L
』
は
、
国
家
の
利
益
の
た
め
に
搬
の
な
い
民
衆
を
観
奔

す
る
も
の
だ
、
と
い
う
職
争
観
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
童
話
「
野

部
離
」
(
「
大
正
日
日
新
聞
」
大
正
九
年
四
月
一
二
日
)
や
小
説
「
血
の

車
輪
」
(
「
文
学
世
界
」
大
正
一
一
年
一

O
月
)
で
も
反
復
さ
れ
る
テ
ー

マ
だ
。
「
野
甜
蔽
」
で
は
、
国
境
警
備
を
担
う
隣
国
の
背
年
と
老
人
が

描
か
れ
る
。
二
人
は
国
の
違
い
を
超
え
て
仲
良
く
し
て
い
る
が
、
そ
の

内
「
二
つ
の
固
は
、
何
か
利
益
問
題
か
ら
戦
争
を
始
め
」
、
背
年
の
国

の
兵
士
は
「
み
な
ご
ろ
し
」
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
本
作
で
は
、
恨
み
の

な
い
普
人
同
士
に
殺
し
合
い
を
強
い
る
国
家
格
力
の
恋
意
性
が
描
出
さ

れ
て
い
る
。
「
血
の
車
輪
」
で
は
、
「
祖
国
を
救
え
!
」
と
い
う
掛
け
声

の
下
、
「
手
足
の
立
つ
働
き
盛
り
の
も
の
」
は
こ
と
ご
と
く
職
争
に
動

員
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
家
族
ら
は
反
対
し
、
戦
地
へ
出
発
間
際
の

汽
車
を
取
り
囲
む
が
、
老
将
校
は
「
祖
国
の
危
急
に
は
換
へ
ら
れ
な

い
!
」
と
断
じ
、
汽
車
を
発
車
。
民
衆
を
引
き
殺
し
、
車
輸
は
血
に
染

ま
る
。
「
野
茜
斑
」
と
同
じ
く
、
国
家
の
都
合
で
民
衆
に
戦
争
を
強
い

る
国
家
植
力
の
残
虐
性
が
告
発
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
社
会
主
義
時
代
の
未
明

は
、
戦
争
に
お
け
る
国
家
と
民
衆
の
利
害
を
相
反
す
る
も
の
と
し
て
捉

え
、
民
衆
側
の
A
義
に
寄
り
そ
う
聾
勢
を
堅
持
し
て
い
た
。
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注(1)
鳥
越
信
「
小
川
未
明
」
(
鳥
越
倍
絹
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
第
鵠
巻

児
蜜
文
学
』
角
川
容
底
、
昭
和
五
七
年
七
月
)

(2)
山
中
恒
『
戦
時
児
童
文
学
翁
』
(
大
月
曾
街
、
平
成
二
二
年
一

O
月
)

(3)
上
笠
一
朗
「
聡
後
の
小
川
来
明
の
思
想
」
(
「
日
本
児
童
文
学
」
昭
和
三

六
年
一

O
月
)
、
乙
骨
淑
子
「
小
川
米
明
ノ
ー
ト
|
|
文
学
革
命
の

ゆ
く
え
l

|」
(
「
文
学
」
昭
和
四
O
年
五
月
て
五
十
嵐
康
夫
「
職
後

の
小
川
朱
明
」
(
「
臼
本
児
童
文
学
」
昭
和
四
七
年
一
月
三
近
年
、
山

中
値
が
著
し
た
「
戦
時
児
童
文
学
詰
』
(
悶
前
}
は
、
昭
和
則
の
未
明

の
国
策
協
力
を
誇
述
し
た
労
作
だ
が
、
本
舎
は
曲
眠
中
を
単
独
で
取
り
上

げ
て
い
る
た
め
、
大
正
や
股
後
と
の
比
較
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

(4)
大
杉
栄
「
大
久
保
よ
り
」
(
「
近
代
思
想
」
大
正
二
年
九
月
)
に
は
、

「
倹
は
未
明
と
云
ふ
人
に
は
始
め
て
会
っ
た
の
だ
が
‘
そ
の
頗
る
真
面

目
な
し
か
し
激
飽
な
、
心
の
疎
か
ら
湧
い
て
山
山
る
よ
う
な
鴎
怖
の
声
を

聞
い
て
、
ち
ょ
っ
と
寒
村
を
思
ひ
だ
し
た
。
欄
師
向
も
「
い
や
、
全
く
さ

う
で
す
よ
」
と
同
感
し
て
ゐ
た
」
と
あ
る
。

(5}
秋
山
前
は
、
「
A

問
主
暑
さ
》
社
会
思
惣
家
と
し
て
の
小
川
米
明
」
(
「
日

本
児
愈
文
学
」
昭
和
四
九
年
一
月
}
に
お
い
て
、
未
明
が
昭
和
一

O
年

頃
、
「
わ
た
し
は
世
の
中
が
ど
ん
な
よ
う
に
曲
が
っ
て
も
、
ク
ロ
ポ
ト

キ
ン
を
統
む
と
、
車
H
空
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
そ
う
思
い
ま
せ

ん
か
」
と
語
っ
て
い
た
と
回
想
し
て
い
る
。

(6)
小
川
米
明
「
貧
乏
線
に
終
始
し
て
」
(
「
婦
人
之
友
」
大
正
一
五
年
一
二

月
)

{7)
片
山
社
秀
『
主
克
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
(
新
潮
社
、
平
成
二
四
年
五
月
)

(8)
塚
原
健
次
郎
・
坪
回
線
治
・
波
多
野
完
治
・
与
回
準
一
・
奈
街
三
郎
・

滑
川
道
夫
・
関
英
雄
・
山
室
一
静
・
管
忠
道
「
座
該
会
小
川
未
明
の
人

と
文
学
」
(
「
日
本
山
旭
鷲
文
学
」
昭
和
三
六
年
一

O
月
)

(9)
注
5
と
同
じ
。

(ω)
山
室
静
「
小
川
来
明
論
」
(
『
現
代
日
本
文
学
会
柚
増
加
阻
村
俊
子
竹

林
無
想
庖
小
川
未
明
坪
悶
謙
治
基
筑
摩
書
房
、
昭
和
三
二
年
二

月
)

(

U

}

(

ロ
)
問
上
鈴
江
『
父
小
川
未
明
」
(
新
野
論
、
昭
和
四
五
年
五
月
)

(
日
)
小
川
米
明
「
本
然
的
の
遮
鋤
」
(
「
新
潮
」
大
正
八
年
九
月
)
に
は
、

「
寓
む
者
は
益
々
窓
み
、
貧
し
く
、
働
〈
者
は
、
益
々
苦
し
く
な
る
と

い
ふ
の
が
現
時
の
状
態
で
あ
る
。
子
供
が
病
気
を
し
て
も
、
思
ふ
や
う

に
ゑ
を
尽
し
て
や
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ま
た
、
親
が
病
気
で
も
仕
事
を

休
む
こ
と
す
ら
出
来
な
い
の
が
、
否
情
守
、
無
施
階
級
の
布
様
で
あ
る
」

と
の
記
述
が
あ
る
。

(M)
注
5
と
同
じ
。

(
応
)
鋭
締
途
雄
「
解
説
」
(
統
帥
明
途
雄
編
『
日
本
児
遺
文
学
大
系
5
巻

小

川
中
木
明
』
ほ
る
ぷ
出
版
、
昭
和
五
二
年
二
月
)

(
路
)
大
杉
栄
「
征
服
の
事
実
」
(
「
近
代
思
想
」
大
正
ご
年
六
月
)
で
は
、

「
歴
史
は
複
雑
だ
。
(
中
略
)
し
か
し
古
今
を
通
じ
て
、
い
っ
さ
い
の
社

会
に
は
、
必
ず
兆
の
阿
極
に
、
征
服
者
の
階
級
と
被
征
服
者
の
附
級
と

が
控
へ
て
ゐ
る
」
と
、
歴
史
を
貫
く
階
級
対
立
の
存
在
が
主
張
さ
れ
て

い
る
。

(
げ
)
小
川
未
明
「
堤
防
を
突
破
す
る
波
」
(
「
中
央
公
稔
」
大
正
一
四
年
六

月
)
で
は
、
商
り
手
の
男
が
労
働
者
の
デ
モ
を
見
て
、
次
の
よ
う
に
慨
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嘆
す
る
。
「
し
か
し
、
こ
れ
に
は
、
正
直
に
働
い
て
、
生
活
す
る
者
し

か
加
は
つ
て
は
居
な
か
っ
た
。
雌
間
千
幾
万
の
無
産
者
の
鮮
で
は
あ
っ
た

が
、
所
師
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
は
加
は
つ
て
は
厨
な
か
っ
た
。
そ
の

資
格
が
包
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
加
は
る
継
利
を
有
し
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。
(
中
略
)
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
知
織
階
級
一
人
で
あ
る
私
の
心

は
限
り
な
く
淋
し
か
っ
た
」

(
問
)
大
杉
栄
「
征
服
の
事
実
」
(
同
前
)
で
も
、
「
征
服
階
級
と
被
征
服
階
級

と
の
中
間
に
在
る
諸
階
級
の
人
々
は
、
原
始
時
代
の
彼
の
智
織
者
と
同

じ
く
、
戒
は
窓
織
的
に
或
は
無
意
滋
的
に
、
此
等
の
組
織
的
暴
力
と
蹴

着
と
の
協
力
者
と
な
り
補
助
者
と
な
っ
て
ゐ
る
」
と
、
知
識
人
の
あ
り

ょ
う
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

(
文
学
研
究
科
日
本
文
常
士
化
専
攻
博
士
前
期
限
程
一
年
)
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